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　11月23日(土)、尾道駅前緑地帯広場において、尾道港開港850周
年事業、「コメフェスタ」を開催しました。
　池田知和委員長の下、活気溢れる組織作り推進委員会が、活気溢
れる設えをいたしました。
　当日は、本当に多くの方がご来場いただき、餅まきでは歓声が上が
る中、盛大に行われました。
　その他にも、850合の炊き立ての世羅米を振る舞い、削り立野鰹節
をかけたり、昆布を乗せたり、思い思いの楽しみ方をされていました。
　飲食ブースも、大盛況に終わり、当会議所においては新入会員が尾
道の魚で取った出汁を使ったあら汁をご用意しました。
　記念すべき歴史の1ページに携わることができ、尾道の活気と笑
顔、パワーを感じた1日となりました。　　　　　　　　（記事 ： 吉田 嵩正）

　12月1日（日）、グリーヒルホテル尾道にてクリスマス会を開
催しました。
　テーマ「First Christmas」と題し、令和初のクリスマス会を大
勢のご家族の皆さまと楽しみました。
　まずは現役高校生シンガーのHONOKaさんによる圧巻のパ
フォーマンスから始まり、一気に会場があったかくなりました。
　次は大道芸人おんぷらんとさんの、奇想天外摩訶不思議な
大道芸の世界に引き込まれました。分かりそうで分からない、出
来そうで出来ない数々の大道芸に魅了されました。
　会場外では、花憐さんによるハーバリウム製作体験。思い思
いの素敵なハーバリウムを、親子一緒になって作る姿が、微笑ま
しい限りでした。
　池田知和委員長をはじめとする、活気溢れる組織作り推進委
員会の想いが、十二分に伝わる素晴らしいクリスマス会となり
ました。　　　　　　　　　　　　　　　  （記事 ： 吉田 嵩正）



　
11
月
17
日（
日
）、う
ず
し
お
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、卒
業
生
追
い
出

し
コンペ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
言
い
訳
の
出
来
な
い
晴
天
の
中
、Ｏ
Ｂ

諸
先
輩
方
、卒
業
予
定
者
の
皆
さ
ま
と

非
常
に
楽
し
く
ラ
ウ
ン
ド
し
ま
し
た
。

　
初
参
加
の
新
入
会
員
も
い
た
り
、年
に

一
度
し
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し
な
い
メ
ン
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も
い
た
り
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ぞ
れ
楽
し
み
方
は
無
限
大
で
す
。

　
特
に
Ｏ
Ｂ
諸
先
輩
方
と
、交
流
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
出
来
る
機
会
で
も
あ
り
、

色
々
な
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
卒
業
予
定
者
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皆
さ
ま
の
、輝
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し
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未
来
へ
、ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
！

（
記
事
：
岡
本 

正
也
）

　11月16日(土)、尾道市総合福祉センターにおいて、「DA！DA！DA！大
脱出～楽しく学防祭」を開催しました。
　大前慶倫委員長の下、地域活性化促進委員会のメンバーが中心とな
り、手作りの防災ゲームを通じて、子どもたちに防災の大切さをお伝えし
ました。
　防災ゲームでは、たくさんの子どもたちが参加してくださり、一生懸命
考えている姿が印象的でした。
　その他にも、防災グッズの展示や、即席で作れる器、簡易トイレ、竹笛
の製作体験など、いざという時に必要な知識を学ぶ場となりました。
　もし、災害が起きた時、慌ててパニックになるのではなく、今何が出来
るのか、日ごろから考えて行動していきたいですね。

（記事 ： 内海 洋平）

DA! DA! DA!
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11
月
19
日（
月
）、尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に
て

開
催
さ
れ
た
11
月
例
会
お
い
て
、２
０
１
9

年
度 

新
入
会
員
バ
ッ
ジ
授
与
式
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
新
入
会
員
８
名
の
皆
さ
ん
が
正
式
に
尾

道
青
年
会
議
所
の一
員
と
し
て
Ｊ
Ｃ
バ
ッ
ジ

と
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
を
山
北
理
事
長
よ
り
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
バ
ッ
ジ
授
与
の
後
に
行
わ
れ
た
水
野
春
樹

君
に
よ
る
新
入
会
員
代
表
挨
拶
で
は
、こ
れ

か
ら
の
Ｊ
Ｃ
ラ 

イ
フ
へ
の
意
気
込
み
を
感
じ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
改
め
て
、８
名
の
新
入
会
員
の
皆
さ
ま
、ご
入
会
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
年
度
、拡

大
活
動
に
多
大
な
る
ご

支
援
、ご
協
力
を
賜
り

ま
し
て
、誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
記
事
：
島
田 

元
太
）

　
11
月
18
日（
月
）、尾
道
国
際
ホ
テ

ル
に
お
い
て
11
月
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
例
会
で
は
、次
代
を
担
う
宝
育
成
委
員
会（
委
員
長
：
加
藤
雄

大
）が
、今
年
度
の
事
業
総
括
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
、当
委
員
会
は「
食
」を
テ
ー
マ
に
様
々
な
視
点
で
事
業
展

開
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
、事
業
を
支
え
て
下
さ
っ
た
、

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
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Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｄ
代
表
　
馬
明 

真
梨
子 

先
生

佐
藤
農
園
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤 

顕
治 

先
生

や
ま
そ
ら 

Ｐｅａｒｃ
ｈ 

Ｃａ
ｆｅ 

オ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水 

麻
紀 

先
生

を
お
招
き
し
、こ
れ
ま
で
の
事
業
を
振
り
返
り
、様
々

な
気
付
き
や
想
い
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
我
々
の
か
ら
だ
を
支
え
て
い
る
の
は「
食
」で
す
。そ

の「
食
」も
、ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
に
よ
っ
て
、素
晴
ら

し
い
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、そ
う
で
な

い
時
も
あ
り
ま
す
。

　
ひ
と
り
ひ
と
り
が「
食
」に
し
っ
か
り
目
を
向

け
、食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
、ま
た
、誰
と
食
べ
る

か
、何
を
食
べ
る
か
な
ど
、深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る

事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、特
に
尾
道
の
子
ど
も
た
ち
が
、「
食
」を
通
じ
て
、次
代
を
担
う

宝
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
、切
に
願
い
ま
す
。

（
記
事
：
小
迫 

佳
紀
）

バ
ッ
ジ
授
与
式

バ
ッ
ジ
授
与
式
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facebookHP　「光陰矢の如し」とはよく言ったもので、あっという間に今年度ＪＣライフも最終号となりました。いかに楽し
くご高覧いただくか、委員会メンバー一同、毎回悩みながらもポジティブに発行してまいりました。
　少しでも尾道ＪＣの活動に興味・関心・賛同いただくきっかけになっていただけたのであれば、幸いです。
　今後も尾道のまちとひとのため、楽しく真剣に活動を続けてまいります。　　　　　　 　（記事：岡田 貴臣）

編集
後記

活気溢れる組織作り推進委員会
地域の魅力創造委員会

次代を担う宝育成委員会
あるべき姿探究委員会

地域活性化促進委員会
拡大研修委員会

総務広報委員会

　皆様、1年間ご支援・ご協力を賜わり誠にありがと
うございました。３月例会の100％例会にはじまり、
わざわざ浴衣に着替えてご参加いただいた浴衣
会、そして全体事業としてJCメンバーのみで行った

～コメフェスタ～、最後にご家族と一緒に参加して頂いたクリスマス
会と本当にメンバーの方々にはお世話になりっぱなしの一年間にな
りました。ありがとうございました。
　その中でも8日で2事業も入れてしまった私に何一つ文句も言わ
ず、盛り上げてくださったメンバーの方々には本当に心から感謝しか
ございません。
　こんなにメンバー皆様が「一所懸命」協力していただけて、活気溢
れた組織だったと私が再認識させて頂きました。
　委員長という、素晴らしい経験をさせて頂き本当にありがとうござ
いました。

大本 誠委員長

　地域の魅力創造委員会委員長の大本です。
　委員会当初は私のわがままで委員会メンバーを
たくさん振り回してしまいました。時には叱ってくれ
て、時には朝までコンビニで話を聞いてくれ、いつも

笑顔や癒しを与えてくれた委員会メンバーに本当に感謝をしていま
す。みんながいたから一年間頑張れました。
　そして、こんな自分にいつもついてきてくれた高橋建太副委員長、
本当にありがとうございました。身体大切にしてください。
　また、委員会の垣根を超えてほんとにたくさんのメンバーの皆様に
助けられ、支えられた１年間でした。私の人生のなかでこんなにも悩ん
だり、人の優しさに触れたことはありませんでした。この御恩を皆様に
お返しできるよう今後も頑張っていきますのでどうぞよろしくお願い
致します。１年間本当にありがとうございました。そして、新宅さんご卒
業おめでとうございます！

委員長 池田 知和

　予定者段階から考えると1年4ヵ月、調査・研究・実
践を行う中で試行錯誤を繰り返し、くじけそうな時
もありましたが、皆様に支えて頂いたお陰で全ての
事業を終えることが出来ました。誠にありがとうご

ざいました。
　担当事業としては、２月例会に始まり、１１月例会で活動を締めくく
ることとなりました。その中でも特に、８月の食育サマースクールで
は、当日の子どもたちの笑顔がJC活動を行う上で何よりのパワーに
なりました。事業にご参加頂いた子どもたち、保護者の方々には本当
に感謝の気持ちでいっぱいです。
　最後に、良い時も悪い時も支えて下さった安楽城副理事長、吉田
副委員長、そして委員会メンバーの皆様には感謝の気持ちしかあり
ません。このメンバーだったからこそ、１つのテーマを貫いて１年間や
り切ることが出来たと思っています。本当にありがとうございました！ 
VIVA！きょう食！！ 原田 知晴委員長

　あるべき姿探究員会 委員長を務めさせて頂きま
した、原田と申します。
　1年4ヶ月、尾道の街にとって尾道青年会議所がど
うあるべきなのか、委員会メンバーと共に試行錯誤

して参りました。
　試行錯誤の結果、多方面の方々にご迷惑をお掛けしましたが、多く
の先輩・現役メンバーに助けて頂き、役職を最後まで全うする事が出
来ました。ありがとう御座いました。この経験は、私にしか出来ない経
験でした。この経験を、次に活かし、繋いでいいけるように精進して参
ります。
　最後に委員会メンバーへ。不甲斐ない委員長で申し訳無かったで
す。ですが、皆さんは最後まで付いてきて下さいました。本当に本当に
嬉しかったです。皆さんから頂いた愛情・経験・時間、無駄にはしませ
ん。必ず、私の成長に繋げます！
　皆さんに支えられた一年、幸せでした。ありがとう御座います。

委員長 加藤 雄大

　地域活性化促進委員会の大前です。
　この１年を振り返ってみると、『みなと祭り』『６月
例会』『各宮の祭りへの参画』『防災事業』と、常に何
かを考え悩み続け、人生で一番辛く厳しい１年だっ

たと同時に楽しかった１年でもありました。途中で挫折？いや、骨折も
ありましたが、なんとか『ENGINE』を止める事無く事業を終える事
が出来たのも、中谷副理事長をはじめ、最高の委員会メンバーの支
え、そして、最強の委員長達に助けて頂いたおかげです。この絆、友
情は、自分にとっての財産です。年間通して、ご協力頂いたメンバー
の皆様、本当にありがとうございました。 小林 暢玄委員長

　手帳を新しくしました。１２月の予定を書き写すた
めに、なんとなく1月から見返してみるとＪＣだらけで
した。「これだけよくもまぁ。」と思うと同時に、今思え
ば一瞬であったなと思います。その一瞬にたくさん

の人と会い、話し、悩み、笑い、学びました。そして、今の私があります。
２年前は拡大の委員長だけはしたくないと思っていた自分が真っ正面
から向き合うことができた。３４歳の自分を6年後、２０年後、５０年後に
振り返った時、きっとやりきったと思える。そんな１年でした。そう思え
るのは、時にはぶつかり、時にはバカをし、時には励まし笑い合った現
役メンバーや新入会員、先輩方のお陰です。
　楽しい１年をありがとうございました！委員長 大前 慶倫

　１年４か月、委員会メンバーに支えていただき、なんとかやり
きることが出来ました。
　総務広報委員会は、今年度「Ｃｈａｎｇｅ」のテーマの下、総務
広報活動、例会事業等を展開してまいりました。

　特に、９月例会においては、多くの方のご支援、ご協力を得
て、盛況の後に終えることが出来ました。
　今までと一味違う、総務として新しい一面をお届けできてい
たのであれば、幸いです。
　改めて、支えて下さった、副理事長、副委員長、メンバーの皆
さま、本当にありがとうございました。 委員長 岡田 貴臣

1年を振り返って1年を振り返って1年を振り返って委 員 長


